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「訳語「自然」の定着と一般化 
―近代日本の辞書を中心として―」の発表報告 
木村  一 
 
 
2016 年 10 月 12 日に「日本語「自然」の定着過程における諸問題―国語学・哲学・文学の観点か
ら―」と題したテーマで国際哲学研究センター(IRCP)主催研究会（於: 東洋大学）が行われた。筆
者は，「訳語「自然」の定着と一般化―近代日本の辞書を中心として―」と題して発表を行った。そ
の報告をレジュメの項目に沿って以下にまとめる（詳細は当日のレジュメ参照）。 
 
 「1 はじめに」では，「ジネン」から「シゼン」への読みの変化は，呉音から漢音へのもので
あるが，いずれで読めばよいのかという問題がある。意味の弁別から判断することが通常なされて
いるのではあるが，検証の必要がある。 
 「2 先行研究」では，「自然」ということばの成立，また訳語としての展開については，先行
研究があふれている。訳語面からは柳父（1977），伊藤（1999），郭（2016），日本語学の観点からは
浅野（1998）のものなどがある。しかるべき辞書の確認ということでは，すでに柳父（1977）と浅
野（1998）によってなされている。それらで扱った資料を可能な範囲で確認し，先行研究を整理・
追尾しながら問題点を示した（以下の「12 今後の課題」参照）。 
次に，「3 近代日本の辞書」として，日本語を軸として，オランダ語，ロシア語，フランス語，
多言語，英語，ドイツ語，中国語，それぞれの対訳としての関わりについて，主要な辞書の収載状
況を列挙した。その際に，‘nature’を「自然」とするものだけを取り上げても実態が見えてこないため，
未収録，他形式での収録をも視野に入れながら，先行研究のすき間を埋めることにつとめた。 
対象とした辞書について，大きく「4 日本語ベースの辞書」（節用集，和玉篇，唐和辞書，国語
辞書，漢語辞書，その他），「5 オランダ語と日本語の対訳辞書」（江戸系，長崎系，その他），「6 
ロシア語・フランス語と日本語の対訳辞書」，「7 多言語対訳辞書」，「8 英語と日本語の対訳辞書」
（蘭和系，英華系，独自系，英英系），「9 ドイツ語と日本語の対訳辞書」，「10 英語と中国語の対
訳辞書」に分けた。また，「11 試みに同時代の文献資料」として，中村正直，久米邦武，「明六雑
誌」などでの使用状況の確認も行った。 
最後に「12 今後の課題」として，次のように問題点などを整理した。 
A 文学作品に偏りすぎた語史研究において，その他の文献資料の利用を行う必要がある。 
B 現代の辞書は実社会の展開を汲んでいくが，他言語の二言語辞書（例，蘭仏辞書）をベース
にして日本語に訳出する際には，既存のものがないため他言語から新規に近い状態で日本語
への訳出が必要とされる（援引ができない）。したがって，極初期の対訳辞書は訳語を生み
出す（結び付ける）ことを主眼とするが，その後のものは実際に使用される訳語を受け止め，
国際哲学研究 6号 2017　　61
  
そして書き留め，展開していく段階に移行していく。 
C 「自然」の訳語以前の解釈の整理（一例として，接辞「－然」のとらえ方）。 
D 形容詞 natural から名詞 nature へ（いかにして「自「然」」が名詞化したのか）。換言すれば，
本来の漢語としての修飾語的な性質（相言類）から，訳語としての被修飾語（体言類）的な
使用にシフトした時期ときっかけ。 
E ‘nature’にあてられた様々な訳語が「自然」に一元化される過程とその理由。あわせて，「自
然」が対応した原語の状況。 
 
他にも，先行研究にあるように，『江戸ハルマ』（1796）が nature（蘭語 natuur）を「自然」と訳
出した以後，『訳鍵』（1810）に引き継ぐ（『諳厄利亜語林大成』（1814）は措く）。その後，継承され
ずに，いずれも村上英俊による『三語便覧』（1854）と『仏語明要』（1864）に収載されるまで間が
あく（『仏語明要』再版（1870）では削除されている）。いかにこの解釈を行うのか，検討が欠くこ
とができない。 
また，各辞書の後世への影響力は当然一律ではない（例，『英和・和英語彙』（1830），『英和対訳
袖珍辞書』（1862）など）ために，部数なども勘案しなければならない。 
いずれにせよ，語史研究は多大なる労力と時間を要するものである。また，文献資料を扱う上で，
収録されること以上に収録されないことを確定することは大変困難なことである。 
引き続き一つ一つ積み重ねがら，実証的に進めていきたい。 
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